
（別紙３）

～ 7年　3月　3日

（対象者数） 51 （回答者数）
33

～ 7年　3月　3日

（対象者数） 9 （回答者数）
9

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
親子で舞台に立つ等の思い出に残る機会をつくる

2
確認の時間を作り、より一層みにつけていく

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
施設独自での親子の交流会等を計画していくといい

2
研修報告会で知識を共有し、仕事にも生かす。

叉、必要に応じ保護者にも伝達する

3

法人内の大人数での行事等で、

細やかな配慮が抜けてしまう時がある

児童の施設の利用者だけでも１５０人程となり、

それだけ個別の関わりも少なくなっているかもしれない

マニュアルに沿った研修に取り組んでいるが、

事業職員内で、その知識が留っている

職員が研修に行くが、

終了後、報告会をしない時がある

マニュアルに沿った研修・行事を積極的に行っている 法人内の施設より代表を立てて参加し、

伝達を行い、共通理解を計る

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

法人内で就学前の施設から、

放デイ（３カ所）成人の施設で交流がある

共同での行事を行っている。

保護者会でも参加してもらっている

○事業所名 児童療育センター　ほのぼの園

○保護者評価実施期間
7年　2月　17日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間
7年　2月　17日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
7年　3月　31日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

事業所における自己評価総括表公表


